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原 著

結核 菌 の培 養 方法 に 関す る研 究

(第2報)第 三燐酸曹逞処理法につtsて

国立公衆衛生院 衛生微生物学部 林

国立予防衛生研究所 結 核 部
久 子

緒 言.

'さきに第1報(1)に おいてCorper
,(2)Vranken(3)等 に

より提唱された23%第 三燐酸曹達処理法を4%硫 酸処

理法、4%苛 性曹達処理法と比較実験を行い、23%第 三

燐酸曹達処理法は他の2処 理法に較べて培養成績がやや

劣 ることを報告 したが、第三憐酸曹達処理法は、一般に

用いられている処理法と異なり、喀褻 と混合 して1週 聞

保存 しても結核菌はあまり障碍を受けないで生存するこ

kをC◎rper等 σ)は 報告しているので、 たとえ他の麺

理法にやや劣つても1週 聞の保存に耐え得るならば遠隔

の地 より喀褻を運ぶ場合、または非常に多数の被検材料

が運びこまれた場合等、処理を行いながら喀痩を保存出

来 ることから、実用に供せられ るものと考え、第三憐酸

曹達熔液の濃度、培地の水素イオソ濃度及び保存期間中

の温度についてさらに実験を試み、以下の成績を得た。

実 験 方 法

1)喀 痩の取扱方法

GaffkyI[～W号 の喀湊を滅菌乳鉢に採 り、 これを

Gaffky陰 性 の階褻で約 ユ0倍 に稀釈し、氷結研磨を数

回繰返して均等な喀湊とし、材料が少ない場合はこれに

喀湊量の滅菌蒸鱈水を加え、麗搾して均等な材 料 を得
」

た。

(第1表

'

(1)室 温(250C～360C)に 放 置Vガ こ成績

2)前 処理液

5%、10%、15%、23 、%の 第ヨ隣酸曹達(Na3PO4・

12H20)溶 液を100。C30分 聞滅菌して使用 した。

3)使 用培地

第1報 の実験 と同様にpH5・6～7・4の 、それぞれ水素

イオン濃度を異にする鶏卵培地を作つて使用 した◎

4)培 養方法'

それぞれ 前処理を行つた喀疲を0.1cc宛 ヱ0を 培地

斜面に流注 し、4日 聞横位に保つた後、培地面に余剥の

水分が無くなるのを待つてゴム帽で密閉 し、37。Cの 贈

卵器中に培養 した。

5)観 察方法 。 .

集露が発生するまで、毎 日培養基面の観察を行い、集

落様のものが認められても明らかに数えることの出来る

までは土を以て示し、集落が明らかに認められ るように

なつてからは実数を以て表わした◎

.実 験 成 績

1)23%第 三燐酸曹達の作用 日数の影響

23%第 三憐酸曹達溶液を等量加えた喀湊を室温(25。C

～36。C)に 保存 して、1日 、3H、7日 、11日 、ユ5H及

び20日 後 にpH6・5の 培地に培養 した◎ 他方同様に

保存 した喀湊を培養前24時 聞37。Cの 購卵器内に保つ

た後培養を行つた。

23%第 三 燐酸曹達の作用目数の影響

攣 塑数 1日 3日 7日 ユ1日 15日 20日

培養日数

・4司 ±(±)2ト(±)・ ト(・ ～±)・ ト(・ ～±)・1

平均集落数(最 低～最高集落数)雑 菌発生管数

0(0)00(0)0

18!1 2・2(77-3・5)21・3・(6・ 一 ・95)・i26(8-5・)・} 9(3-2・)・16(3・'X・4)・; 1(0～2)0

2・ 〃125・(・55-368)2・5・(99-2・ ・)・135ご8-5・)・1・6(6-32)・8(3-・6)・i ユ(0～2)0

125〃1259(・68-376)2レ72(・ ・9-2・9)・ 擁(23-56)・i・8(8-33)・1・ ・(6-・6)・!
2(1～3)0

28・ 〃1276(・7(L・-388)21・8・(・24-226)・L47(24-57)・12・(8-33)・;me(6-・7)・{ 2(1～4)O

l

___1
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(2)培 養前24時 間37◎Cに 保存 し7ミ成績

海

墨＼ 壁墜
＼、

培蜘 数＼＼_一 　

・4日1

・ 日i 3日1 7日1 11臼 ・5日{ 20 日

平均集落数 (最低～最高集落数)雑 菌発生管数

土(±)・1 ± 〈土)・1

一

士(0～ 土)・1

鼎

・(・～±)噌
禰

・(・)・1 0 (o)9
一 一 …備}

・8〃1

一鮮 一 伽一}…

…(嗣33)・{

}　

碑(4-96)・1

… ～

24(9～訓 5(0～ ユ2)・i 5(・～ ・6)d 0(P～1)0

㎜

2尋d ・55(9・～ ・95)・1
1

63(4～99)oi 3・(9-43)・1 ・・(2～2b・i
,
6(・～ ・9)1 濃 1(0～2)0

∫
25〃} ・68(・・3～2・4)・{ 76(・6-・U)・1 38(・3～57刈 ・ユ(2-2・)・1 S(3-2・)・1

一

1(0～3)0

}

28〃1 ・77(・・6-226)・} 8・(2・一 ・・3)・}
」

39(13～57)Ol 瑠(4-2・)・i 9(5-23)ユ1 2(0～6)0

謎 ㍉1)表 中左方の数字は培地10本 の平均集落数

3)右 方数字は培地10本 中の雑菌発生管数

これ等の成績は、第1表 に示すように室温に放置 し、

3日 間保存を行つた成績では1日 聞保存した成績の約 垂

程度の集落数を認め、7日 間保存 した成績では1日 間保

存の約 蒼位に集落数が減少していた◎11日 間以上作用 し

た成績では集落数が著 しく少ないことが認められた。培

養前24時 間37。Cに 保ち、3日 聞保存 した成績でも1

日間保存の約 垂の集落数を示 し、7日 間保存 した成績で

は1日 聞保存の約tの 集落数であ り、11日間以上保存の

成績は極めて劣つているのが見られた。雑菌混入は室温

に放置して1日 後に培養 したものに1例 を認めたのみで

あつた。すなわち、室温(25。C～36。C)に 保存の場合

2)()内 数字は培地10本 申の最低及び最高集落数

4)士 または0が 各5本 以上の場合には±Wこ は0と 記

載し六(四捨五入)

も培養前24時 聞37。Cに 保存 してから培養 してもボ3

日間の保存では1日 聞の保存の場合の集落数の約 垂に、

7日 間保存すると約善に減少した。 ,
ぎ

2)第 三燐酸曹達の濃度と培地の水素イオン濃度 との

関係'

5%、10%、15%及 び23%第 三燐酸曹達溶液で処理

した喀痩をpH5。6～7。4の 培地に培養 した。第1実 験

では10%、15%及 び23%溶 液処理の比較を、第2実

験では、5%、10%、 ユ5%及 び23%溶 液処理の比較

を行つた。まず、5%溶 液処理は、第3表 に示すように

pH5・6～6・5培 地によい成績を示し、10%熔 液処理は第

第2表 第三燐酸曹達の濃度 と培地の水素イオン濃度との関係(第1実 験)

(1)10%第 三燐酸曹達 を用いナこ成績

＼ ＼堵地PH
転

㌦、 ㍉ 、

㍉＼

培餐朗騨一一 一 　

15

18

＼

㌦＼

、㌔

5.6
15β 一

6万1 6・gl72 1 7.4

i

ダ 平均集落数 (最低～最高集藩数) 雑菌発生管数 零

臼

〃
}

0(0)0 ・(・一 ±)・1 ・(・一 ±)・1 ±(0～ ±)210(0)ユ 1 0(0)3
_一

0(0～ 士)0
ト(・ 一±)21

±(±)41 ±(・一 土)41 、 ・(・)・ 1 0(0)3

20 〃

卵'㎜　

〃i

1 6(0～23)2一 曹r7-一 一一 一

14(2～31)2

1・7(3～39)21
23(9-47)41・9(4～42)41・(・)・ 1 0(0)3

一 一一}7

23

一

{25(8～48)2t
32(・3～55)41 29(・7-43)41・(・ 一 ±)・ 1

一
〇(0)3

'

2)

一 曜

30

グ1
一

1

18(2～37)2
__一 一 一 一… 一冨 餉

26(3～41)2

128(9-54)2138(2・-67)41 33(・9-44)4い(・-6)・ l
l

0(0)3

〃
し33(・7-54)21

一

4・(23・y64)4}

一

必(33-53)4い(・ ～7)・

一一一 一一

〇(0)3

(2)15%第 三燐酸曹達を用い7こ成績

気一 堆地ρH

培餐臼数悸 「
5。9 6.5 6.9 7。2 7。4

平均集落数(最 低～最高集落数)雑 菌発生管数

蜘

2一
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噛 騨
蓋

15目 0(0)1 0(0～ 士)0
儀

±(0～ 土)1 0(0～ ±)oiO(0)ゾ 0(0)2

18〃 士(o～ 士)ユi士(士)1
φ

ノ ±(士)工
士(士)1

{・(・)・

π

0(0)2

20〃

馳

17(3～36)1
138(2・ ～59)ユ

35(15～70)1 ・8(5-5・)・1警 の ・1・(・)2

23〃 27(4～52)刈63(38～79)・ 、47(28～76)1
亀

雛(・7-56)・い 肇 ±)q・(・)2

25〃

・

32(4-6・)・{58(4・-85)・ 49(25～76)1

… 青　 嗣{… …}肝

43(17～68)1 2し 一11)1{・(0)2

30グ 4ユ(7-62～ ・16・(4・ ～85)・ 65(39～78)1 56(33～76)1

r

(0～11)1
輩 {・(・)2

(3)23%銘 三 蜘蟻i曹逮を用いアこ成績

培地PH

培養日数

15

ユ8

C"9 { 5.9 1 6.5 } 6.9

20

一
23

}
25

一
30

; 7.2 1 7。4

(1)

聾 平均集落数(最 低～最高集落数)雑 菌声生管数
} _需 隔_隔需 騨騨曙 噸 朔齢}瞥

日

〃1

　 へ 　

"

i

"}

〃!

ゲi

ジ

第3表 第三燐酸曹達の濃度と培地の水素イオ ン濃度との関傑(第2実 験)

5%第 三燐酸曹達 を用いアこ成績

(・～ ±)21±(・ ～ 士)・1±(・ ～ 士)・ )2上00(0)1 0(0)0
'__

つ～ 土)2
儒η 皿 雪}

13～3G)2

転一諭__

±〈土)0{±(土)0
㎜ 湘}而_而 ㎜__

:
}

0(0±)2 0(0)1 0(0)0
㎜㎜

～42(24～72)0 38(17～78)0 0～4)2 0(0)1 0(0)0

/4～5!)2 53(36～8・)・1 50(29～90)0 3(0～8)3 0(0)1 0(0)0

13-62)2 58(41～S8)0153(33～90)0
…

雫5(0
～15)3

ノ

0(0～ ±)1

鴨

040・0
/

32～73)2 62(41-88)・i6d脚 ・)曜 ・・(蜘3 0(0～2)ユ

隔

0(0)0
　

馨5・6 1 5.9,.ii

酬III

… 6.5 i 6.9

平均籍 数爆 低畷 礁 離)糖 発生管数

17 日}

19

±(0～ 士)0 在(±)・1

一 ・
23 〃1

27

±(0～ ±)0

±(0～ 士)・{

レ1士(士)・1

±(0～ ±)1 へ

'7(3～10)0

〃1

32

8(4～14)1 1

0(0)0

±(δ～±)・■ 0(0～ ±)0

6(・一 ・・)・1

〃} ユ0(6～16)1

9(6～12)・}

3(0～7)0

7(3-・ ・)・{

1 10(7～15,沿 8(4～12)0

4(0～9)0

5(0～9)0・

辱
響

(2)10%第 三燐酸曹達を用いナこ成績

1

＼ 張鞭ミ
培養日数 、

5.6
1翫9-a5

}

6.9

平均集落数(最 低～最高集落数)雑 菌発生管数
齢一

ユ7日 ±(0～ ±)0 土(±)0
1± 砺 一士)・

"幽

0(0)0

」

19〃

堕

士(0～ ±)0
E

±(士)Oi±(士)o

一

〇(O・7-±)0

23〃 3(0ぐ)S)0 8(2～13)0 9(5～15)0 1(0～4)0

27〃 4(0～9)0 ユ・(3-・5)・i・ ・(7～ ・7)・

一

3(0～6)0

32〃

亭

5(0～10)0

'華

12(4～17)0}12(7～17)0 4(1～6)0

3
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(3)15%第 三燐酸警達を用いアこ成績

培地PH

培妬詑 ＼{

5.6 5.9 6。5 1 6.9

平均集落数(最 低～最高集落数)雑 菌発生管数

17 日1士(Orv±)・
。1

±(士)0 ±(・～±)・1 0(0)0

19 〃 ±(0～ ±)0 ±(士)0 士(0～ 士)0 0(0～ 士)0

23 〃 v(2～15)0 10(5～16)0 7(0～11)1 1(0～5)O

27 〃
"8(2～16)0、

10(5～16)0 8(01)15)1 3(0～5)0

32〃

(4)

9(3ヘ ノ18)0 13(7～17)0 9(0～15)1 3(0～6)0

23%第 三燐酸曹達を用い7成 績

培養日数

培地PH{
5.6 1 孤gl 砺1 6.9

酢

1
勲

平均集落数(最 低～最高集落数)雑 菌発生管数

,

17 日1 0(0～ 士)0 1 土(・～ ±)・{ ・(・～ ±)・}

o

ρ(o)o

19 一 ±(0～ 士)0
【
士(0～ 士)・i ・(Q一 士)・i 0(0)0

2∫ζ 〃i 2(0～4)0 1 3(・-6)・1 1(・-3)・1 0(0～ 士)0

27 〃1 3(1～6)0 } 3(・～6)・i ・(・-3)・{ 0(0～1)0

32 〃1 4(2～7)¢ { 4(・～6)・} 2(・～3)・1 0(0～1)0
「

・実験では、第2表 に示すよ5にpH5・6～6・9培 地に、

S2実 験では、第3表 に示すようにpH5・6～6・5培 地に

=い成績を示 した。15%溶 液処理は10%溶 液処理の場

ドと同様に第1実 験ではpH5・6～6・9培 地に、第2実 験

}はpH5・6～6.5培 地によい成績を示 した。23%溶 液処

壁は、第1笑 験ではpH5・6～6・5培 地に、第2実 験で

こph5・6～5・9培地によい成績を示 した。これ らの溶液の

曜 の聞では、 それぞれに滴 したpHの 培地における

≡落数は第2実 験で23%溶 液処理がやや他の溶液処理

り集落数が劣つた以外は殆んど差異を認めなかつた。

1菌混入の程度は、第1、 第2実 験を通 じて5%溶 液処

第4表 錦三燐酸曹達の濃度 と喀疾保存中の温度の影響

その1.10◎Cに 保存しナこ成績

(1)10%第 三燐酸曹達 を用いナこ成績

理では40例 中1例 、10%溶 液処理では100例 中16例 、

15%溶 液処理では100例 中7例 、23%溶 液処理では

100例 中6例 であつたが、第2実 験では全例を通 じて5

%溶 液処理に1例 を認めたりみであつた。
▼

以上の実験から濃度の高い23%溶 液処理には5%、

10%、 及び15%溶 液処理に較べて低いpHの 培地の

方がより適する傾向が見られた。

3)第 三燐酸曹逮 の濃度 と喀 褻保存中の 温摩の影響

10%、15%及 び23%第 三燐酸曹達溶液で処理 した喀

湊を10。C、22◎C及 び37。Cの 各温度に保存 して、1

日、3日 及び7日 後にpH5・9の 培地に培養 した成績は

ゆ ◎

触＼
㌦

培養日数

保存日数

脇蜘隔

軌＼ ＼1

・ 日1 3日i 7日

平均集落数 (最低～最高集落数)雑 菌発生管数

18 日
1±(・ 一±)2}

士(・一士)・1 9
' 土(0～ 土)0

20
●

1"勝

[

}±(土)2} 士(0～ 士)・ 『 士(±)0

24 〃{ 101(± ～184)21 58(士 一 ・63♪・1 39(20～75)0

28 〃i ・66(2・～24乳 留 ケ2(土一・s・)・L 57(24～114)0
　

気

一 一_4-__

嚢
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1 32 〃 195(55～251)2 91(3<)～198)2 75(36-・3・)・{

(2)15%第 三燐酸曹達を用いナこ成績

訳
Pt18日

20 〃

24〃

1 日 3 日 7 日

t

平均集落数(最 低～最高集落数)雑 菌発生管数

±(・～ ±)81土(・ ～ 士)・ ・(・～ ±)・

±(±)81

229(133～2S6)8

士(0～ ±)1

107(0～224)1

±(±)0

46(131vユ2S)0

28 〃 262(ユ43(ノ303)8 133(0,γ304)2 65(171・ 》158)0

32 〃 279(207～320)8 ユb2(9δ ～232)3 89(24～178)0

(3)23%第 三燐酸曹達を用い7こ成績
～環～ 保存欝数＼

＼ ＼

脚数 ＼
1目

13目 17日

平均集落数(最 低～最高集落数)雑 菌発生管数
ト

18日 一 〇(0～ ±)3
竜1

士(0～ 土)0 ±(0～ 士)0

20〃
監

士(士)3 ±(0～ 土)0
ア

士(士)0

24〃 166(108～221)3 72(士 ～161)0
123(± ～91)0

2S.〃
{22・(・9正 一3・7)3{9・(2・ 一 ・78)2

38(13～97)0

32〃 2侶(246～33ア)4198(4・ ～ ・8・)2・ 58(26～129)0

その2.22◎Cに 保 存 しアこ成 績
し

(1)10%第 三燐酸曹達を用いナこ成績

攣 一1
培養日数 ・ ＼i

ユ8

20

24

28

32

日

〃

〃

〃

〃

＼

・ 目 一3日 7日

平均集落数(最 低～最高集落数)雑 菌発生管数

±(0～ ±)1 士(0～ ±)0 0(0～ ±)0

±(0～ ±)1 ±(0～ ±)0 ±(0～ ±)0
蚕

36(± ～120)2 67(± ～128)0 16(1～70)0

91(40～202)2

`
'85(14

～139)1 25(4～43)0

135(59～24S)2
●

95(40～139)3 44(ユS～99)0

(2)15%第 三 燐酸曹達を用いアこ成績
亀

雍保存 貝数

雪
、

培獺数 ＼

1日 3日1 7日
匹

平均集落数(最 低～最高集落数)雑 菌発生管数
1

諺

18日
㌧

±(0～ ±)5
'

±(0～ ±)0
!・(0～=と)・
≒一

2・ 〃}±(・ 一 ±)5 ±(0～ ±)0

一

±(0～ ±)0
一一

24ン
124(士 一93)6

6γ7～ ・12)・16(± ～27)・

28〃
157(2・-9・)6

73(11～126)0
】 ・2(3～29)・ 一

躍

一5_
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1 32 〃 81(54ん99)6 89(as～ ・32)21
1

25(12～36)Ol

(3)23%第 三燐酸曹達 を用いた成績

評 ＼

18
'日

20 〃

1 日 1 3 日 J 7 日

平均集落数(最 低～最高集落数)雑 菌発生管数

1 ±(Orv±)6

±(0～ ±)6

24 〃 43(22～70)6

・(・～±)・1

±(O・v±)0

58(± ～117)0

28 〃 88(36～129)6 1
一

75(20～144)0

、32 〃 116(37～141)7 85(34(ノ122)2

0(0)0'

1 ±(0～ ±)0

4(1～7)0

1 9(5～14)0

24(12～49)0

その3・37。Cに 保存 しブこ成績

(1)10%第 三燐酸曹達 を用い六成績
'

培養日数

保存日数

1

・ 日}3目1 7. 日

平均集落数(最 低～最高集落数)雑 菌発生管数

18 日一 土(0～ ±)11・(・ 一 ±)・i 0(0)0

20 〃一 ±(±)1 ・(・～ ±)・1 0(0～ ±)0

24 〃 i 105(± ～198)1 { ・4(0～30)・1 1(0～4)0

28 〃 ・ユ86(141～234)1 ・8(± ～4・)・1 1(0～4)0

32 〃 221(156～289)1 23(・・～43)・i 2(0～6)0

(2)

＼ 儲 日数一

培養日数

15%第 三燐酸曹達を用いた成績

'18

20

24

28

32

日

〃

〃

〃

〃

t

1 日

±(0～ 土)0

±(0～ ±)0

81(± ～162)0

161(± ～251)0

175(78～262)1

3日1 7 日
一

低～最高集落数) 雑菌発生管数

±(・一 ±)・} 0(0)0

±(・～ 土)・1 0(0～ ±)1
昂

42(26～71)1 ! 2(0～7)0

50(21～76)1 1 4(0～9)0

即2-76)21 5(0>)11)0

(3)23%第 三燐酸曹達を用いた成績
'

こ＼ 保存日数

培養日数

・ β13日17目

平均集落数(最 低～最高集落数)雑 菌発生管数

18日
・ ・(・)・1・(・ 一 土)・!・(・)・

20〃
ゆ

土(0～ ±)0 ±(0～ 士)00(0～ 士)0
1

24〃 24(Grw111)0 25(± ～56)・1・(・ ～3)・

28〃}78(土 ～ ・67)・ 微7～56)・12(・ ～7)・

_6



255

32 〃 111(51～185)0 40(11～66)0 5(0～9)0 ,

第4表 に示すように、1日 及び3日 聞の保存では37。C

以 下の温度に保存 した場合、各濃度の溶液を使吊した成

績に雑菌混入が相当多数認められたが、7日 問保存した

培養成績では各濃度、各保存温度共雑菌混入は1例 もな

く、集落数を比較すると、ユ0。C保存の場合は コ0%溶

液処理では李均集落数75し15%溶 液処理で侭李均集落

数89、23%溶 液処理では弔均集落数58で あつて、こ

れ らの弔均集落数を23%1溶 液37。CユH保 存の集落i数

に比較すると23%溶 液処理では約 櫛こ減少 しているが・

濃度の低い溶液では相当優れた成績を示 した◎また22。

C保 存の場合は、それぞれの濃度の溶液処理の場合の弔

蓼集落数は10%溶 液処理では44・15%溶 液処理では

25、23%溶 液処理では24で あつて、 これ らの弔均集

落数を23%溶 液37。C1日 保存 の集落数に比較する

と・最も鹸 のよい ・・%溶 液の魍 で難 数は約鳶

であり、15%、23%溶 液 処理では約 差程度であつた。

37◎C保 存の場合は10%溶 液処理では・雫均集落数2、

15%溶 液処理では弔均集落数5x23%溶 液処理では弔

均集落数5で 、これらの挙均集落数を23%溶 液37。C、

第5表 培養前24時 間37◎Cに 保存することによろ

第三燐酸曹達の濃度 と保存中の温度の影響
へ

対 照

23%第 三燐酸曹達を用い24時 周37◎Cに 保存 しプこ成績

幽＼襯欝 購 辮数開
20日 ±(±)0

22〃1 59(281)104)0

25〃1 82(33～130)0

3・ 〃1 95(48(ノ134)0

・賑 存の難 数に鰍 するといずれも毒 ヌ下で伽

温度に保存した場合 より遙かに成績が劣つていた。

4)培 養前24時 聞37。Cに 保存することによる第三

燐酸曹達の濃度 と保存申の温度の影響

10%、15%及 び23%第3燐 酸曹達溶液で処理した喀

湊を0。C及 び10。Cに 保存 し、 培養前24時 間37。C

の卿卵器内に保つて、3日 及び7貯 後にpH5.9の 培地

に培養を行つた◎一方23%溶 液で処理 した喀湊を22◎

Cに 放置して同時に培養 して成績を比較 し、 また23%

溶液処理をして24時 聞37。Cに 保存 して培養した集落

数をすべての対照として観察 した。これらの成績は、第

5表 に示すように0。C保 存の場誉は、10%溶 液3日 保

存では準均集落数63で 対照(23%ン37。C24時 聞保kny-'

存)の 集落数の約 善であ り、同7日 保存でも雫均集落数

61で 対照の約 垂であつた。15%溶 液3日 保存では弔均

集落数91で 対照とあまり差を認めず、同7日 保存では

拳均集落数54で 対照の約 雪であつた。23%溶 液3日 保

存では李均集落数42で 対照の約 垂であり、同7日 保存

では李均集落数33で 対照の約蓋であつた。

すなわち、0。Cに 保存してから24時 聞370Cに 保

つて後培養す る場合はb23%溶 液 よりも15%、10%溶

液を用いる方がよい成績を得ることが出来る。10。C保

存の場合は、10%溶 液3日 保存では亭均集落数73で 対

23%第 三燐酸曹達を用V・、22。Cに 保存した成績

聾隷 数
3日7日

ゑ

平均集落数(最低～最高集落数)雑
菌発生管数

2・ 日1±(・ ～±)・1 0(0・)±)0

22 〃 1 雛(・2-63)・1 2(G～S)0

25 〃 1 翌(・9-73刈 4(0～15)0

30 〃 1 59(36-88)・1 6(1～18)0

その1・0。Cに 放 置 しナこ後24時 間37。Cに 保 存 した

成績

(1)10%第 三 燐 酸 曹達 を用 い た成 績

ぱ 数
3日 7 日

平均集落数(最低～最高集落数)雑
菌発生管数

2・ 日} ±(±)・1 ±(±)'o

22

25〃

〃}3・(U-9・)・i 3S(8～81)0

隆 ・7-・2・)・1 聞(9～84)0

3・ 〃153(3・ 一 ・29)・} 61(12～98)0

(2)15%第 三 燐酸曹達を用い7:成 績

ぱ 数
3日 7 日

2・ 臼i

平均集落数(最低～最高集落数)雑
菖発生控数一

土(±)・1 ±(0～1:)0

22〃153(28-89)・i 30(8～81)0

25〃 レ4(36-・ ・7)・1 聖(10～95)0

3・ 〃lg・(44～ ・43)・ 54(17～1G5)0

一一_7-__
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攣

(3)23%第 三憐酸曹達 を用いアこ成績

轡1
噺

培養日数

3日1 7日

i蓄雛 難(最 底～最礁 瀦)雑
20
見」
〃{

罧

±(・一 ±)・{ ±(0～ ±)0・
獲

22 2・(・～39)・! 11(0～26)0

25 〃i 歌 ・-7・)・1 24(3～41)0

30 "i
…
弼(・・-85)・1 33(6～61)0

その2・10◎Cに 放 置 しアニ後 、24時 間37。Cに 保 存

しアこ成績

(1)10%第 三 燐 酸 曹 達 を用 い アこ成績

ド 『3目 「7'日
培養 日数 、 、

平均集落数(最 低～最高集落数)雑
菌発生管数 〃

.2・ 明 、 ±(±)0±(±)・

22ハ 認(・7-69刈 雛 ±-7・)・

25・{58(23み 》114)・ い9(± ～76)・

3・ 〃 襯 ～・鍛)・ い 鋭・・～・・5)・

で対照の約 垂であるが、やは り15%、10%溶 液処理の方

が培養成績がよい傾向が見られた。また23%溶 液 で処

理 し、22。Cに 放置 した場合は3日 保存では平均集落数

59で 対照の約 垂で低温に保存 した場合と殆んど差が無い

が洞7日 僻 では鞠 鯖 数6で対照の約壷 であつ

た◎

以上の実験では、低温(0。Cま たは10。C)に 保存 し

た後37。Cに24時 聞保存 して培養すると雑菌混入を防

ぎ、培養成績 も22◎Cに 放置 した成績に比 して優れてい

た。低温のうちではO◎Cと10。Cの 聞に成績の大差は

.なく、いずれも低い濃度の溶液で処理 した方が培養成績

がよい傾向が見られた。'

(2)15%第 三燐酸曹達を用いナこ成績

駅
保存日数3

日 7日

平均集落数(最低～最高集落数)雑
菌発生管数

2・ 日1 ±(±)・1 ±(±)0

22〃 悸(26-89)・ 45(± ～78)0

25〃 6聯 ～ ・33)・15・(士 ～88)・

3・ 〃182(47-・")・ い2(9-…)・

(3)23%第 三燐酸曹達を用いナこ成績

駅 鞠 日7
日

陛
養目数

2・ 日1
一一 一 一 皿

平均集落数(最低～最高集落数)雑

2

　
5

の
鱒

　
0
嘱

±(±)0

〃i32(9-6・)・i

±(0～ ±)0

26(0～74)0

■6・(・ ・一…)・1あ(・-96)・

3・ 〃17・(・6-・24)・155(・ 一 ・・7)・

照の約 釜であり、同7日 保存では李均集落数53で 対照

の約 垂であつた◎15%溶 液 、3日 保存では平均集落数82

で紺照の約暑でありS同7日 保存では平均集落数62で

対照の約 塗であつた。23%溶 液3日 保存では平均集落数

71で 対照の約 蒼であり、同7日 保存では平均集落数55

総 括 及 び 考 案

均等化 された喀婆を用いて、23%第 三燐酸曹逮処理に

おける処理 日数の影響、第三降酸曹達溶液の濃度と培恥

の水素イオン濃度との関係及び第三隣酸曹逮溶液の濃度

と保存中の温度の影響等について実験を行つた。

23%第 三燐酸曹達溶液で処理 した喀湊を25◎C～36吻

の室潟に放置し、1日 、3H、7目 、U日 、15日 及び20
く

日後にpH6・5の 培地に培養 した成績では、3日 保存

の李均集落数は1日 保存の約 垂に減少し、7日 保存では

約9に 減少 していた。 またこの際培養前24時 間37。C

に保存 した成績でも培養成績 に著しい差は認められなか

つた。Corper及 びStonerに よれば、23%第 三燐酸曹

達溶液で処理した喀湊は、7日 聞37。Cに 保存 しても結

核菌にはあまり障碍を与えないと報告 しているが、彼等

の実験においては、グリセ リソ卵黄培地に培養を行い》

集落発生の有無と、それまでに要した週数を以て観婆 し

ているので成績を比較することは困難である。そ うい う

見地からいえばこの成績において11日 保存の培養成績

も1日 保存の成績 より発育がやや遅れ る程度であつた。

しか し、7日 間保存することによつて集落数がk近 く

に減少するならば実用的価値が著 しく減少するものと考

えなければならない。

23%よ りも低い濃度の第三憐酸曹達溶液を用いたなら
ノ

ば、数 日に亘る保存期間中の結核菌が受ける障碍 も恐ら

く減ず ることであろうと考え、溶液の濃度を低 ぐした場

合、 どの程度あpHの 培地を選ぶべきかを検討したの

であるが、5～23%の 溶液で処理 した喀褻を24時 間

37。Cに 保存 した後pH5・6～7・4の 培地に培養 した成績

によると・5～15%溶 液ではpH6.6～6・5培 地に優れ

た培養成績を認め・23%溶 液ではpH5・6～5.9培 地 に最

もよく発育した。2回 の実験の内、1回 はナベての培地

の至適pHの 範囲が挾かつたことは恐らく菌数が他の

8



笑験の時より少なかつたためと考えられる。24時 間の処

理では各濃度の溶液聞の集落数は殆んど差異が見られな

かつた。小川、佐波(4)は5～23%第 三 瞬酸曹達を用い

てBCG浮 游液を贈卵器内に放置 した場合の集落数で

は、1日 保存ですでに溶液濃度が高い程著明に減少して

いることを報告 しているが、著者の実験の場合は喀疫申

に含まれている菌であり、また菌株が異なるために24

時間の処理では著 しい影響の差を認めなかつたものと考

える。雑菌の混入は、溶液の濃度の低い方に多 く見られ

た。次に10%、15%及 び23%の 溶液で処理 した喀撚

を10。C,22。C及 び37。Cに 放置 レて培養 した成績では

1週 間保存の場合、低い温度に放置した方が集落数が多
へ

く、10。Cに 放置 した場合は22。Cに 放置した場合の集

落数の2倍 以上であり、37。Cに 放置 した場合の20倍

近 くの集落数であつたが、37◎C以 下の温度ではいずれ

も3日 聞の保存では多くの雑菌混入を認めた。同濃度の

溶液を層い、0。C及 び10◎Cに 放置 し、培養前24時 澗

37。Cに 保存 した婆培養 した成績では、3臼 間の保存で

すでに雑菌混入は1例 も認められずいずれ も10%及 び

15%溶 液処理が2じ 劣 溶液処理にやや優れていた。0。C

と10。Cの 保存温度の聞では殆んど差がない。 これら低

温に放置して培養前24時 問37。Cに 保存した成績を23

%溶 液で処理 し、22。Cに 放置 した成績に比較すると3

日間の保存では殆んど差がなかつたが、7日 間保存の成

績において約10倍 の集落数を示 した。また23%溶 液

で同 じ喀褻を37。C24時 間 保存 した成績に対する集落

数の減少する割合は、数日間低温に放置 し培養前24時

間37。Cに 保存 しても、しなくても著 しい差は認められ

ない、故に実際に用いる場合は、数日問を要 して喀湊を

運搬、または保存する必要のある場合は、10%ま たは15

%溶 液を用いて処理 し、10。C又 はそれ以下の低温に保

存 してから培養前24時 間37◎Cに 保てば.23%溶 液

を用い室温に保存 して培養するよりもよい成績が得られ

ることになるが、前記の実験に却いて雑菌が混入する場

合は第三燐酸曹逮の濃度の低い方に多く認められること

から10%よ り15%溶 液 を用いる方が艮いと考える。

も 結 論

喀痩を採坂 してから培養までに数 日問を要す る場 合

は、15%第 三燐酸曹逮溶液を用い、10。Cま たはそれ以

下の低い温度に保存 して、培養前24時 聞37。Cの 贈卵

器に保つた後、pH5.6～6・5の 培養基に培養すれぽ最も

よい培養成績を得ること,が出来る6

終 りに臨み、国立公衆衛生院衛生微生物学部長、染谷

博士並びに国立予防衛生研究所結核部長、柳沢博士の御

懇篤なる御指導に深甚なる感謝の意を表します◎
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ア ドレナリン閾値検査法1二よζ肺繊 儲 の汗腺の興

奮性につし、て
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生体の植物性機能における反応基質及びそれに影響す

る内外因子の総体を認識 し、分析 し、更に治搬L応 用 し

ようとする企図は極めて困難なことであるが、また最 も

重要な問題 として多くの鷹床家が試みてきた。特に結僕

疾患は,そ の病型の千差万態に して,緩 急種々なる進展

を示すため、その植物性変調の推移を分析究明すること

によつて、過敏症 と免疫との聞 におけるアレルギーの根

本命題を解明する前提となり得る。著者の一人(1)は先 に

和田一高垣氏法により人体のアドレナ リソ局所発汗能を

検査 し・健康人汗腺の閾値を決定 し、年齢 。性別その他

気候、季節等諸要素 について相関関係の有無を明らかに

したが、更にこれを臨床的に応用 して,肺 結捜患者の汗

腺の興奮性を検査 し,症 状、ツペルクゴ ソ反応との関係

を調査 した結果を報告する◎
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